
シリーズ 
はじめての浄土真宗法話 

浄土真宗の教えに初めて触れる方向けの、やさしい法話です。
様々な先生が素朴な疑問から丁寧にお話ししますので、どなたでもお
気軽にご参加ください。
経験者の方も、改めて基本に立ち返る良い機会になります。

 テーマで学ぶ浄土真宗

一人で本を読むだけでは得られない、み教えとの出会いがここにあり
ます。
この講座は、一つのテーマについて、集まった仲間と共にじっくりと耳
を傾け、考える場です。
案内役の先生が、私たちのために丁寧に言葉を選び、分かりやすく問
いかけてくれます。
それに応えるように、心の中でうなずいたり、新たな疑問が生まれたり
…。そんな心の対話を重ねる中で、み教えはあなたにとって、かけがえ
のない宝物になっていくでしょう。
また、同じ関心を持つ仲間と共に学ぶ時間は、互いの支えとなり、大き
な励みになります。
安心して話せる場で、浄土真宗の豊かな世界を味わってみませんか。

論題から学ぶ、浄土真宗の豊かな世界 

あなた一人の『御文章』連続講座

光顔寺がお届けする、あなた一人の浄土真宗　連続シリーズのご案内
です。
「何となく聞いていたお話も、もっと深く理解したい」
「人生の拠り所となる教えを、しっかりと学びたい」
そのような方のために、様々な先生をお迎えし、浄土真宗の連続講義
を開講いたします。
第一弾として、蓮如上人のお手紙である『御文章』を丁寧に読み解き
ます。蓮如上人と対話しながら、浄土真宗の深遠な世界を共に学んで
いきましょう。

～〇〇の  永遠の『御文章』～

存覚上人の法華問答に聞く

私たちは、職場や地域、あるいは家族の中で、宗派や宗教の異なる
方々と出会い、共に生きていくことが当たり前の時代に生きています。
そのような社会の中で、私たち念仏者は、他宗の方々とどのように対話
し、自らの信心を明らかにしていけばよいのでしょうか。
この問いに大きな示唆を与えてくれるのが、本願寺第三代・覚如上人
のご子息であり、南北朝時代の真宗教学を代表する学僧、存覚（ぞん
かく）上人です。
親鸞聖人のご在世中にはまだ大きな存在ではなかった日蓮宗が勢力
を広げ、中には他宗に対して過激な行動をとる一部の日蓮宗徒も現
れ、念仏者との間に緊張が生まれていたのです。
存覚上人が著した『法華問答』は、そうした時代背景の中、日蓮聖人
が掲げた「四箇格言」や『立正安国論（早勝問答）』の問いかけに、念
仏者の立場から正面から応えようとした書物なのです。
この連続講座では、阿部信幾先生を講師にお迎えし、『法華問答』を
丁寧に読み解きながら、存覚上人の深い学識と思索の軌跡をたどりま
す。

お釈迦さまがこの世にお生まれくださった目的は
法華経を説くためか？無量寿経を説く為か？～出世本懐～

「あなた一人の浄土真宗」 

難易度表記について 
始めて浄土真宗のお話を聞きに
お越しになる方から、友人をお
誘いになる方など、参考までに
難易度の目安をお示しするため
作成しました。 じっくり探求したい方へ・専門的なテーマを学ぶ意欲のある方ならどなたでもレベル３ ：【専門編】

もう一歩、深く・教えをじっくり味わう・日々の暮らしと仏教の関わりを聞きた
い方へレベル２ ：【基本編】

どなたでもお気軽に・はじめての仏教・浄土真宗の基本の「き」から レベル１ ：【入門編】
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